
冒
頭
、
三
月
の
決
算
総
会
で

新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
自
治
連

合
会
の
倉
橋
一
郎
会
長
が
「
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
、
出

席
者
に
協
力
を
求
め
た
。

議
題
審
議
に
入
り
、
役
員
承

認
に
続
い
て
谷
和
政
会
計
が
新

年
度
予
算
案
を
読
み
上
げ
、
原

案
ど
お
り
可
決
。
細
羽
正
敏
福

祉
体
育
部
長
か
ら
、
五
月
に
開

催
さ
れ
る
井
原
町
大
運
動
会
の

概
要
説
明
と
選
手
依
頼
が
行
わ

れ
た
。
倉
掛
自
治
連
合
会
の
新

役
員
は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

会

長

倉
橋

一
郎

副
会
長

山
岡

弘
幸

会

計

谷

和
政

総
務
広
報
部
長

松
井

憲
司

消
防
部
長

三
嶋

正
裕

防
犯
交
通
部
長

濱
田

好
宏

福
祉
体
育
部
長

細
羽

正
敏

環
境
部
長

山
本

勝
己

監

事

吉
川

朗

監

事

平
井

達
也

婦
人
部
長

妹
尾
美
津
恵

少
年
部
長

川
上

泰
宏

倉
掛
婦
人
会
関
係
者
の
顔
合

わ
せ
が
つ
ど
え
～
る
で
四
月
十

八
日
、
本
年
度
の

支
部
役
員
や
各
組

長
ら
約
三
十
人
が

出
席
し
て
開
か
れ

た
。役

員
紹
介
に
続

い
て
前
年
度
の
会

計
監
査
報
告
が
行

わ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
。
活
動
に

つ
い
て
は
本
部
の

事
業
に
沿
う
考
え

が
示
さ
れ
、
会
員

不
在
の
組
の
共
同

募
金
や
市
民
交
通
傷
害
保
険
料

の
集
金
方
法
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
な
っ
た
。
倉
掛
16
組
・

谷
典
子
さ
ん
は
井
原
地
区
婦
人

会
本
部
の
副
会
長
を
務
め
る
。

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

妹
尾
美
津
恵

副
支
部
長

会

計

片
山

順
子

教
養
文
化

山
岡

愛
子

保
健
体
育

井
上

正
子

福
祉
生
活

竹
田

京
子

（
写
真
上
＝
左
か
ら
竹
田
京
子

さ
ん
、
片
山
順
子
さ
ん
、
妹
尾

美
津
恵
さ
ん
、
井
上
正
子
さ

ん
、
山
岡
愛
子
さ
ん
）

井
原
地
区
の
不
燃
性
粗
大
ゴ

ミ
回
収
が
四
月
二
十
五
日
、
井

原
小
学
校
で
行
わ
れ
る
。
搬
入

は
午
前
八
時
～
同
九
時
三
十
分

ま
で
。
指
定
20
品
目
が
対
象
で

申
請
用
紙
は
当
日
持
参
す
る
。

◇

◇

①
自
転
車
、
②
ス
ト
ー
ブ
、
③

米
び
つ
、
④
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
、
⑤
照
明
器
具
、
⑥
ガ
ス
レ

ン
ジ
、
⑦
扇
風
機
、
⑧
炊
飯

器
、
⑨
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
⑩
灯

油
ポ
リ
容
器
、
⑪
掃
除
機
、
⑫

電
気
こ
た
つ
、
⑬
電
子
レ
ン

ジ
、
⑭
ポ
ッ
ト
、
⑮
ミ
シ
ン
、

⑯
衣
装
ケ
ー
ス
、
⑰
ス
テ
レ

オ
、
⑱
食
器
乾
燥
機
、
⑲
プ
リ

ン
タ
ー
、
⑳
ス
チ
ー
ル
製
い
す

倉
掛
少
年
団
及
び
育
成
会
の

平
成
二
十
二
年
度
新
役
員
が
次

の
と
お
り
決
ま
っ
た
。
メ
イ
ン

行
事
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
美
星
町

中
世
夢
が
原
で
七
月
十
七
日
か

ら
一
泊
二
日
の
予
定
。

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

川
上

泰
宏

副
会
長

西
村

裕
明

副
会
長

山
元

幸
治

副
会
長

田
原

貞
子

副
会
長

的
場

卓
子

会

計

村
上

達
也

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

川
上

大
河

副
団
長

田
原

智
子
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／倉橋一郎

〈編 集〉
倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

22
年
度
少
年
団
育
成
会

組 織 運 営 を 確 認

自

治

連
合
会

倉掛婦人会が顔合わせ

平
成
二
十
二
年
度
倉
掛
自
治
会
の
活
動
を
方
向
づ
け
る
予
算
総

会
が
四
月
十
七
日
夜
、
つ
ど
え
～
る
を
会
場
に
開
か
れ
、
各
組
自

治
会
長
や
自
治
連
合
会
役
員
ら
四
十
五
人
が
出
席
し
た
。

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）寺内知久子

２ 組（ 5）大坪 正広

３ 組（12）佐藤 一三

４ 組（ 5）渡辺 研一

５－１組（12）柚木 岑之

５－２組（13）川相 弘光

６ 組（11）柳本 康江

７ 組（10）前田 実

８ 組（20）川相 益一

９ 組（ 5）三宅 勝

10 組（ 5）若林 義夫

11 組（ 6）渡辺 勤

12－１組（ 5）西山 房子

12－２組（14）川上 絹江

13－１組（ 6）吉実 君治

13－２組（14）原田 惠子

13－３組（16）横田 精剛

14 組（11）守屋 英明

15－１組（10）河合 利晴

15－２組（ 7）中島 順三

16 組（17）佐能 秀子

17 組（10）戸井 淑恵

18－１組（ 7）和田 克己

18－２組（ 9）高橋 宏真

18－３組（ 8）鷹家 喬子

平成22年度自治会長

予算総会

粗

大

ゴ

ミ

回

収

井
原
は
４
月
25
日

市
環

境

課

岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が

「
ボ
ラ
ン
ピ
オ
」
の
第
30
号
を

発
行
し
、
そ
の
中
で
社
会
の
課

題
解
決
や
理
想
の
地
域
実
現
を

達
成
す
る
に
は
、
自
治
会
や
行

政
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
連

携
が
重
要
と
提
言
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
理
想
社
会
」
を
現

実
化
す
る
に
は
実
態
を
把
握

し
、
中
長
期
目
標
を
考
え
る
。

そ
れ
に
は
「
強
み
」
を
生
か
し

「
弱
み
」
を
克
服
す
る
方
法
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
。

二
十
五
年
後
の
井
原
市
の
人

口
に
つ
い
て
は
、
約
４
万
５
千

人
か
ら
３
万
１
千
人
へ
と
三
割

減
少
を
予
測
。
市
民
活
動
の
担

い
手
不
足
を
懸
念
す
る
一
方
、

こ
れ
ら
に
ど
う
対
応
す
る
か
を

総
合
的
に
考
え
る
こ
と
で
市
民

力
は
高
ま
り
、
状
況
改
善
や
生

き
が
い
を
創
出
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

「
ボ
ラ
ン
ピ
オ
」

岡 山 県
活動情報誌

新たな取り組みに期待が集まる今期の倉掛自治連合会役員

平
成
22
年
度
の
育
成
会
新
役
員



郷
社
足
次
山
神
社
境
内
の
満

開
の
桜
の
下
で
、
サ
ロ
ン
あ
す

は
の
会
員
四
十
五
人
が
四
月
五

日
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
食

事
会
を
楽
し
ん
だ
。

田
原
耕
太
郎
代
表
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
大
坪
民
生
児
童
委

員
が
「
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
森

坂
さ
ん
の
ご
遺
志
で
カ
ラ
オ
ケ

セ
ッ
ト
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
報
告
し
た
。

こ
の
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
大
上
照
子
さ
ん
（
写
真
下
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
が
メ
イ
ン
。
鮮
や
か
で
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
大
上
さ
ん
の

マ
ジ
シ
ャ
ン
ぶ
り
に
参
加
者
は

大
喜
び
。
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
ひ
と
つ
終
わ
る
ご
と
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

ま
た
こ
の
日
は
司
会
役
を
務

め
る
同
協
議
会
の
橋
本
恭
子
さ

ん
か
ら
ゴ
ム
ひ
も
体
操
の
指
導

も
。
そ
の
後
、
花
見
弁
当
を
味

わ
い
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
へ

と
移
り
、
参
加
者
ら
は
得
意
の

歌
を
披
露
し
て
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会
主

催
に
よ
る
小
田
川
一
斉
清
掃
が

実
施
さ
れ
た
の
は
二
月
二
十
一

日
。
翌
週
の
二
十
八
日
も
倉
掛

独
自
で
草
刈
り
や
伐
採
を
予
定

し
て
い
た
が
、
雨
に
よ
る
水
位

上
昇
で
川
の
状
況
は
一
変
。
い

っ
た
ん
は
中
止
も
覚
悟
し
た

が
、
倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
は

「
生
い
茂
る
草
木
を
何
と
か
し

た
い
」
と
、
ボ
ー
ト
を
持
ち
出

し
て
中
州
へ
渡
っ
た
。

数
時
間
後
、
作
業
は
終
了
。

全
員
が
順
番
に
引
き
揚
げ
る
様

子
は
、
ま
る
で
中
州
へ
取
り
残

さ
れ
た
人
の
救
助
シ
ー
ン
。
通

り
が
か
り
の
人
た
ち
は
足
を
止

め
「
何
ご
と
で
す
か
？
」
と
、

役
員
ら
を
見
て
い
た
。
写
真
＝

大
正
橋
下
手
よ
り
撮
影

使
用
年
数
と
と
も
に
調
子
が

悪
く
な
っ
て
い
た
井
原
分
団
第

３
部
の
発
電
機
が
こ
の
ほ
ど
発

注
先
の
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
よ
り
納
入
さ
れ
た
。

本
体
は
ヤ
マ
ハ
Ｅ
Ｆ
２
５
０

０
i
と
呼
ば
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
仕
様
（
排
気
量
１
７
１

㏄
・
乾
燥
重
量
29
㎏
）
で
、
価

格
は
十
四
万
二
千
円
。

購
入
費
用
に
つ
い
て
は
倉
掛

と
夏
目
の
自
治
連
合
会
が
相
談

し
、
そ
れ
ぞ
れ
七
万
一
千
円
ず

つ
負
担
し
た
。

発
電
機
は
夜
間
の
緊
急
出
動

や
操
法
訓
練
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
積
載
機
器
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
よ
り
買
い
替
え
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
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4/25  井原地区粗大ゴミ回収
午前８時～９時30分

5/ 2  消防団第３部試運転日
5/ 9  倉掛少年団公園・堤清掃作業
5/14  事業所自治会費集金（午後）
5/15  自治連合会防犯パトロール
5/22  井原町大運動会準備 13時～
5/23  第11回井原町大運動会

午前８時40分～
5/24～30 倉掛全戸溝掃除
5/30  倉掛少年団資源回収

午前８時00分～
5/30  井原町ソフトボールリーグ戦

倉掛－新町 11：00～
6/ 6  消防団第３部試運転日
6/ 6  溝掃除土砂積み込み

消火器薬剤入替
午前８時30分～

6/19  自治連合会防犯パトロール
6/20  少年団・学区球技大会
7/17～18 倉掛少年団キャンプ（美星）

中世夢が原キャンプ場

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■事業所自治会費集金は５月１４日
事業所自治会費の集金が５月１４日午後に
予定されている。「当日は役員が手分けをし
て伺います。溝掃除の依頼もありますので、
よろしくお願います」と自治連合会役員。
■乗鞍岳登山へ２２人申込
倉掛山岳会が募集していた９月１８日～２０
日の乗鞍岳（3026ｍ）登山ツアーは、３月末
日までに２２人の参加申込を受け付けた。
■Ｃｏｕｐｌｉｎｇ Ｐａｒｔｙ！
井笠圏域(３市２町)結婚推進事業 第１弾

<と き> 2010年5月23日11：00～15：00
<会 場> 石窯パン工房 ぱんご～の
<資 格> 25歳～45歳位の独身男女
<参加費> ３０００円（定員：男女各20名）
<募 集> 4/19～5/9
<問合せ> 里庄町企画商工課 0865-64-3114

㈲チアーズ 086-461-0506

郷社足次山神社（大山秀憲宮司）の春季大祭

が４月４日に執り行われた。好天と桜の満開に加

えて今年は日曜日。少女８人による巫女舞いが始

まる午前１０時３０分頃には、アマチュアカメラ

マンや一般参拝者が拝殿前に陣取り、優雅な舞を

写真やビデオに収めていた。

この日は郷社まつりのほか、桜橋公園で井原桜

まつり、井原駅周辺で産業まつりや得得市が行わ

れ、それぞれ賑わった。

郷社まつり

井
原
分
団
第
３
部

費
用
は
倉
夏
で
折
半

優雅な榊の舞は岡山県指定の重要無形民俗文化財

かつての賑わいを期待する声が高まる郷社まつり


